
Pick up

おごせ教育　

難
読
地
名
「
越
生
」

　

オ
ゴ
セ
の
名
が
歴
史
の
舞
台
に

初
め
て
登
場
し
た
の
は
、
鎌
倉
時

代
の
こ
と
で
す
。
鎌
倉
幕
府
が
編

纂
し
た
歴
史
書
『
吾あ
ず
ま妻
鏡か
が
み』
の

文ぶ
ん
じ治
５
年
（
１
１
８
９
）
の
条

に
、「
小
越
右う
ま
の
じ
ょ
う

馬
允
有あ
り
ひ
ろ弘
」
が
源

頼よ
り
と
も朝
に
従
っ
て
、
奥
州
藤
原
泰や
す
ひ
ら衡

を
征
伐
す
る
た
め
鎌
倉
を
出
発
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
有

弘
の
父
・
有あ

り
ゆ
き行
は
、
越
生
氏
の
祖

に
あ
た
る
人
物
で
す
（『
武
蔵
七

党
系
図
』）。
承
じ
ょ
う
げ
ん元
２
年
（
１
２
０

８
）、
鎌
倉
幕
府
は
有
弘
が
子
の

有あ
り
た
か高
に
譲
っ
た
「
武
蔵
国
吾あ
が
な那
・

春は
る
は
ら原
広ひ
ろ
せ瀬
郷ご
う

・
越
生
郷
」
の
所
領

を
安あ
ん
ど堵
（
領
地
の
所
有
権
を
認
め

た
こ
と
）
し
て
い
ま
す
。
越
生
郷

と
越
生
氏
一
族
の
関
係
性
が
分
か

る
地
名
「
越
生
」
の
初
出
史
料
で

す（『
法
恩
寺
年
譜
』以
降『
年
譜
』

と
記
す
）。

　

ま
た
、「
お
こ
せ
の
馬
丸
」や「
ヲ

コ
セ
ノ
入
道
」、「
生
越
小
次
郎
有

宗
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
日

記
や
伝
記
も
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
越
生
は
17
ヶ
村

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

22
年
（
１
８
８
８
）
の
町
村
制
施

行
で
９
ヶ
村
が
合
併
し
て
「
越
生

町
」
に
、
８
ヶ
村
が
合
併
し
て

「
梅う
め
そ
の
む
ら

園
村
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

元
の
17
ヶ
村
が
現
在
の
大
字
○
○

に
相
当
し
ま
す
。
昭
和
30
年
（
１

９
５
５
）、
両
町
村
が
合
併
し
て

越
生
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今い
ま
い
ち
む
ら

市
村
（
大
字
越
生
）

　

越
生
郷
の
本
村
で
、
明
治
６
年

に
「
越
生
村
」
に
改
名
さ
れ
ま
し

た
。
相
州
（
神
奈
川
県
）
及
び
八

王
子
辺
り
と
上
州
（
群
馬
県
）
方

面
を
結
ぶ
宿
場
で
あ
り
、
月
に
６

回
開
か
れ
る
二
七
の
市
は
、
近
郷

の
村
々
か
ら
商
人
や
商
品
が
集
ま

る
物
産
の
集
散
地
と
し
て
賑
わ
い

ま
し
た
。
幕
末
以
降
は
、
絹
取
引

で
財
を
成
し
た
生
絹
商
や
生
糸

商
、
旅
館
、
料
理
屋
、
芸
者
屋
、

人
力
車
屋
な
ど
が
軒
を
連
ね
ま
し

た
。
ま
た
越
生
警
察
署
（
西
入
間

警
察
署
の
前
身
）
や
法
務
局
、
郵

便
局
と
い
っ
た
公
共
施
設
が
整

い
、都
市
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

越
生
小
学
校
に
県
内
で
も
稀
な

３
年
制
の
高
等
科
が
置
か
れ
、
周

辺
町
村
に
先
駆
け
て
、
興
行
・
講

演
な
ど
を
行
う
ホ
ー
ル
（
労
働
会

館
）
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
教
育
文

化
面
の
充
実
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

上う
え
の
む
ら

野
村
（
大
字
上
野
）

　

室
町
時
代
の
応お
う
え
い永
５
年
（
１
３

９
８
）
の
寄
進
状
に
名
が
見
え
る

古
い
村
で
す
（『
年
譜
』）。
当
地

に
は
「
越
辺
川
の
淵
の
上
に
当
た

り
、
昔
は
野
原
だ
っ
た
の
で
「
上

野
」
と
い
う
名
が
つ
い
た
」
と
い

う
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
、
村
は
上か

み
ぶ
ん分
下し
も
ぶ
ん分
に
分
け
ら

れ
て
支
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
田

畑
の
耕
地
面
積
は
最
も
広
く
、
石

高
も
越
生
随
一
で
し
た
。

　

江
戸
の
庶
民
の
間
で
流
行
し
た

富
士
山
信
仰
は
、
越
生
地
方
に
も

到
来
し
、
町
内
各
所
に
富
士
塚
や

石
造
物
が
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

越
生
交
番
の
近
く
に
は
、
野
澤

五
左
衛
門
の
富
士
登
山
三
十
三
度

大
願
成
就
の
記
念
碑
が
立
っ
て
い

ま
す
。
西
の
山
地
に
は
、
富
士
山

に
見
立
て
た
「
西
山
富
士
山
」
が

造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
富
士

講
の
先
達
が
、
実
際
に
富
士
登
山

で
き
な
い
人
の
た
め
に
造
営
し
た

も
の
で
す
。

　

如ね
お
い
む
ら

意
村
（
大
字
如
意
）

　
「
村
名
の
起
り
は
古
よ
り
如
意

寺
建
る
地
な
れ
ば
た
だ
ち
に
其
名

と
な
せ
り
」（『
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
』）
と
記
さ
れ
る
如
意
寺
は
、

明
治
初
期
に
廃
寺
と
な
り
ま
し
た

が
、
本
尊
の
如
意
輪
観
音
像
（
県

指
定
文
化
財
）
は
、
檀
徒
に
よ
っ

て
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

和わ
だ
む
ら
田
村
（
大
字
西
和
田
）

　

明
治
12
年
の
入
間
郡
発
足
の
際

に
、
郡
内
に
同
名
の
村
（
現
在
の

坂
戸
市
東
和
田
）が
あ
っ
た
た
め
、

西
和
田
村
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

越
生
郷
の
惣
鎮
守
・
春
日
神
社
が

あ
り
、
和
田
・
大
谷
・
今
市
村
か

ら
馬
が
出
て
、
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
の
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大お
お
や
む
ら

谷
村
（
大
字
大
谷
）

　

応
永
18
年
の
寄
進
状
に
名
が
見

え
る
村
で
す
（『
年
譜
』）。
用
水

源
で
あ
る
８
つ
の
溜
池
の
整
備
は

中
世
ま
で
遡
る
と
推
測
さ
れ
、
江

戸
時
代
に
は
郷
内
最
大
の
水
田
地

帯
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

大お
お
か
め
ぬ
ま

亀
沼
一
帯
は
明
治
初
め
に
編

纂
さ
れ
た
地
誌『
武
蔵
国
郡
村
誌
』

で
、
万
葉
集
の
東
あ
ず
ま

歌う
た

に
詠
わ
れ
た

「
於お

保ほ

屋や

我が

波は

良ら

」
に
比
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

二七の市の様子（中央橋のたもとの解説版に掲載）

春日神社の流鏑馬（春日神社の解説版に掲載）

富士講の碑（越生町再発見100ポイントに選定）

　６月８日、越生梅林にて梅も
ぎ体験をさせてもらいました。こ
の日が初めての梅もぎという児
童が大半でしたが、鈴なりに実っ
ている梅を前に大喜び。収穫し
た梅の一部は総合的な学習の時
間に梅ジュースを作ります。

越 生 小 学 校

　６月17日から入間北部学校総合
体育大会が実施され、全ての運動部
が『越中生としての自信と誇り』を
持って戦い抜きました。野球部が16
年ぶりの優勝、男子バスケット部が
３位となり、野球部・陸上部５人・水
泳競技３人が県大会に進みました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加する子供たちを写真で紹
介するコーナーです。

　６月14日、１～３年生が梅干しづ
くり体験教室を行いました。梅のへた
を竹串で取り除いたり、樽に塩と梅を
交互に入れてつけたり、真剣に取り組
むことができました。最後にみんなで

「おいしくなーれ！」とおまじないをし
てふたをしました。できあがりが楽し
みです。

梅 園 小 学 校

　
越
生
中
学
校
は
、学
校
教
育
目
標
「
自

立
の
力
を
育
む
」
の
も
と
、「
生
徒
が
主

体
と
な
り
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
感
じ
の

よ
い
学
校
」
を
目
指
し
て
、
生
徒
や
家

庭
・
地
域
と
教
職
員
と
が
一
丸
と
な
り
、

越
生
町
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に

全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

１
【
生
徒
の
学
力
向
上
】

　
少
人
数
に
よ
る
学
習
で
生
徒
一
人
一

人
に
寄
り
添
っ
た
授
業
を
行
う
と
と
も

に
、
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
効
果
的

に
活
用
し
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
生
徒
を
育
て
ま
す
。
ま
た
、
英
語
教

育
に
力
を
入
れ
、
英
検
に
積
極
的
に
挑

戦
し
ま
す
。

２
【
豊
か
な
心
の
育
成
】

　
道
徳
の
授
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
生
徒
一
人
一
人
と
の
対
話
を
大
切

に
し
、
相
手
を
思
い
や
る
心
を
も
っ
た

生
徒
を
育
て
ま
す
。

今
年
の
重
点
目
標
と

　
　
　
　
　
　
　
主
な
取
組

３
【
３
つ
の
○あ
の
徹
底
】

　
「
あ
い
さ
つ
・
あ
し
も
と
・
あ
と
し
ま

つ
」
を
と
お
し
て
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
た
生
徒
を
育
て
ま
す
。

４
【
安
心
で
安
全
な
学
校
】

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
交
通
安
全

を
意
識
し
、
自
分
の
身
を
自
分
で
守
れ

る
生
徒
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
情
報

モ
ラ
ル
教
育
に
力
を
入
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

の
適
切
な
使
用
が
で
き
る
生
徒
を
育
て

ま
す
。

５
【
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
】

　

定
期
的
な
学
校
だ
よ
り
の
発
行
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
と
お
し
て
、

学
校
か
ら
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行

い
、
家
庭
・
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
木
の
香
漂
う
校
舎
や
新
し
い
体
育
館

と
武
道
場
、
給
食
ホ
ー
ル
な
ど
、
県
内

随
一
の
教
育
環
境
を
活
か
し
て
「
生
徒

が
主
体
の
越
生
中
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ズームイン教育285
「生徒が主体となり、
　笑顔があふれ、
　　感じの良い学校」
　　　を目指して　
　　　　　　　越生中学校

越 生 中 学 校
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